
介翻

紹
　
　
介

悪
難
国
史
学
論
叢

　
先
生
の
古
稀
の
寿
を
お
祝
す
べ
く
計
画
さ
れ
た
諭

文
集
が
、
先
生
の
霊
前
に
捧
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
と
は
、
果
し
て
誰
が
予
想
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

そ
し
て
先
生
は
古
稀
記
念
の
事
業
を
験
そ
う
喜
ん
で

お
ら
れ
た
と
い
う
。
先
生
な
ら
び
に
関
係
者
一
同
の

心
中
は
ま
こ
と
に
お
察
し
す
る
に
余
り
あ
る
も
の
が

あ
る
。

　
こ
の
論
文
集
の
｛
門
容
は
、
逐
一
の
紹
介
は
や
め
て

餌
録
を
掲
載
す
る
に
と
ど
め
る
が
、
ご
蚕
に
し
て
こ

れ
を
い
え
ば
、
全
篇
五
七
篇
、
論
題
に
お
い
て
、
執

筆
旛
の
顔
ぶ
れ
に
お
い
て
、
誠
に
多
彩
豊
富
、
臼
本

史
の
主
要
な
る
問
題
は
悉
く
集
約
さ
れ
て
い
る
と
い

う
も
不
可
は
な
い
。

　
か
く
も
多
数
の
執
筆
者
の
、
各
々
最
も
得
意
と
す

る
テ
ー
マ
に
よ
る
論
致
を
一
巻
に
聚
め
得
た
の
は
、

関
係
奢
一
同
の
努
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
何
よ
り

も
先
生
の
遺
徳
の
偉
大
さ
に
よ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
先
生
の
遺
徳
を
顕
彰
す
る
こ
と
は
、
も

と
よ
り
こ
こ
は
そ
の
場
で
は
な
い
が
、
多
彩
な
執
筆

和
泉
大
野
寺
土
塔
原
形
考

高
騰
山
領
紀
伊
国
荒
川
荘

初
期
条
約
改
正
史
上
に
お
け
る
ジ
ュ

与下
野
国
府
の
所
在
地
考

陣
と
、
論
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
年
譜
・
著
作
図
録

を
冤
る
に
つ
け
、
今
さ
ら
な
が
ら
、
史
学
界
に
印
さ

れ
た
先
生
の
足
跡
の
偉
大
さ
、
我
々
後
学
へ
の
垂
訓

の
鴻
大
さ
を
痛
感
す
る
の
で
あ
る
。
先
生
の
御
冥
福

を
心
か
ら
お
祈
り
す
る
次
第
で
あ
る
。

中
世
港
町
に
お
け
る
航
運
活
動
　
　
　
青
木
　
　
茂

　
一
高
野
山
領
備
後
尾
道
を
中
心
に
し
て
一

高
野
山
御
手
印
縁
起
に
つ
い
て
　
　
　
赤
松
俊
秀

大
阪
の
洋
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
坂
隆
道

　
1
そ
の
勃
興
期
の
楼
栢
－

続
報
本
紀
に
表
れ
た
対
蝦
夷
政
策
　
　
鋳
方
貞
亮

　
一
時
代
酌
変
遷
に
つ
い
て
一

生
成
過
程
に
お
け
る
家
塾
と
藩
学
と
の
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
州
　
謙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旗

井
上
　
一
チ

今
井
林
太
郎

・
ブ
ス
ヶ
の
寄

梅
渓
　
昇

大
島
延
次
郎

中
世
日
本
に
お
け
る
禅
の
二
潮
流
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荻
須
純
道

南
北
朝
の
動
乱
を
契
機
と
す
る
武
士
団
性
格
の
変
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
合
正
治

班
田
図
と
条
里
制
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
俊
男

狭
山
藩
の
家
中
騒
動

家
光
の
大
名
統
制
に
つ
い
て

広
島
藩
の
商
業
統
制

朴
金
山

木
村
武
夫

熊
田
重
邦

後
藤
陽
一

小
葉
田
淳

　
1
東
北
地
方
金
出
経
當
の
一
型
態
一

土
井
藩
の
農
駆
引
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
　
茂

　
一
霞
本
軍
隊
生
誕
期
の
一
考
察
一

宿
駅
の
宿
と
い
う
称
呼
に
つ
い
て
　
　
坂
本
太
郎
’

近
世
大
阪
に
お
け
る
証
券
市
場
の
展
開

水
無
瀬
の
庭
園
に
つ
い
て

金
峰
山
の
研
究

　
～
金
峰
山
記
創
草
期
に
つ
い
て
一

近
世
封
建
貢
租
に
隔
す
る
一
考
察

　
一
貨
幣
地
代
の
成
立
過
程
－

中
世
荘
民
の
生
活

　
－
和
泉
圏
日
根
荘
に
つ
い
て
一

「
間
重
富
」
小
論

延
喜
式
記
載
の
土
器

坂
上
七
里
と
平
野
の
荘
園

承
和
三
年
の
諸
寺
古
縁
起
に
つ
い
て

生
玉
法
案
寺
r

鎮
西
泰
行
に
つ
い
て
の
一
・
二
の
考
察

作
道
洋
太
郎

佐
々
木
利
三

佐
藤
虎
雄

塩
野
芳
夫

柴
田
　
実

末
中
哲
夫

末
永
雅
雄

曾
根
研
三

薗
田
香
融

滝
川
政
次
郎

竹
内
理
三
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雰
著
重
富
院
の
開
創
伝
［
承
　
　
　
　
・
竹
田
鷺
洲

　
一
翼
土
家
の
場
含
一

幕
末
維
新
期
に
お
け
る
隅
田
藩
の
兵
網
改
革
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
口
澄
夫

樽
鯉
船
輸
送
の
海
損
分
担
　
　
　

淳
川
正
幸

文
政
段
階
に
お
け
る
種
物
及
び
油
に
関
す
る
い
わ
ゆ

る
「
国
風
」
に
つ
い
て
　
　
　
　
津
田
秀
夫

　
－
近
世
後
期
の
絞
油
業
の
展
鮒
と
幕
階
の
輪
業
統

　
　
綱
（
そ
の
工
）
i

五
部
大
渠
経
と
小
友
四
大
部
　
　
　
　
禿
氏
祷
祥

沸
銅
五
年
上
嚢
覆
本
紀
の
存
在
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
友
田
吉
之
助

大
化
前
代
に
お
け
る
姜
濃
に
つ
い
て
　
厘
木
孝
次
郎

大
竃
廻
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
島
福
太
郎

四
天
王
専
楽
人
の
社
会
酌
地
位
　
　
　
林
屋
辰
三
郎

・
湘
泉
国
近
木
荘
　
　
　
　
　
　
　
　
禰
鷺
獄
市
郎

　
“
一
惣
酌
結
禽
へ
の
方
向
を
中
心
と
し
て
一

瀬
戸
内
海
の
三
三
、
備
醜
の
牛
窓
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
　
駿

兵
庫
の
文
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
田
良
一

防
長
の
お
ち
い
達

　
－
藩
騰
落
三
等
勇
の
境
涯
－

田
諸
の
性
格
に
つ
い
て

初
期
太
閥
検
地
の
一
性
絡

松
岡
利
央

宮松
川潤
　久
溝人

　
1
天
正
～
一
年
河
内
輪
軸
潮
水
鰻
に
つ
い
て
1

初
期
真
宗
に
お
け
る
門
徒
名
帳
の
一
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
綺
円
遵

廻
漕
会
椎
の
興
廃
　
　
　
　
　
　
　
宮
本
又
次

並
河
誠
駈
の
学
問
と
実
践
　
　
　
　
　
武
藤
　
　
誠

　
－
1
史
蹟
踏
査
と
建
碑
の
事
蹟
に
つ
い
て
－

芦
麗
市
会
下
山
・
城
由
遺
跡
調
査
概
要

　
一
褒
六
甲
出
演
高
地
性
弥
生
式
遺
跡
の
一
例
と
し

　
　
て
一
－

古
代
の
入
名
に
つ
い
て
の
覚
書

尼
崎
藩
の
銀
札

藩
政
改
革
の
一
考
察

　
一
鳥
取
藩
の
請
免
綱
を
め
ぐ
る
1

大
化
前
代
の
播
磨

塊
村
上
簗
夫
と
殿
村
画
業

偶
経
口
に
関
す
る
二
∴
二
の
間
題

柑
川
行
弘

村
山
修
一

八
木
欝
積

出
中
寿
夫

横
田
健
一

告
井
良
尚

吉
田
　
融

近
世
に
お
け
る
白
山
麓
の
掛
作
り
関
係
史
料

　
－
白
峰
村
の
む
つ
し
女
轡
を
中
心
と
し
て
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
林
喜
三
郎

中
世
禅
僧
の
宋
学
観
　
　
　
　
　
　
　
和
島
芳
男

近
批
中
期
に
お
け
る
地
方
苦
輪
の
生
活

　
一
安
芸
騨
竹
管
下
術
を
中
心
と
し
て
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
剣
文

　
な
お
右
論
文
集
と
と
も
に
、
女
塾
判
の
『
京
阪
神

史
話
匝
が
覇
行
さ
れ
て
い
る
。
　
「
京
阪
神
の
あ
け
醸

の
」
に
は
じ
ま
り
、
　
「
中
世
の
点
画
神
」
　
「
京
阪
神

の
椎
寺
」
　
「
大
阪
落
入
」
　
「
上
方
風
物
誌
」
の
餐
章

に
分
っ
て
、
多
数
の
筆
管
に
よ
り
平
易
に
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
先
生
の
業
績
の
一
つ
は
古
社
寿
の
研
究
、

歴
史
地
理
学
の
、
い
わ
ゆ
る
「
歩
く
歴
史
扁
に
あ
っ

た
こ
と
を
思
え
ば
、
こ
の
覇
行
は
、
ま
こ
と
に
先
生

古
稀
詑
念
と
追
悼
に
ふ
さ
わ
揃
い
、
そ
し
て
こ
の
種

記
念
事
業
に
あ
っ
て
は
誠
に
ユ
ニ
…
ク
な
企
繭
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。
併
せ
て
紹
介
を
し
て
お
く
。

（「

寳
汾
謳
ｶ
宵
稀
記
念
圏
史
学
論
叢
」
B
5
判
八
二

八
頁
頒
価
二
、
五
〇
〇
円
・
「
京
阪
神
史
誕
一
薪
慰

判
・
吹
田
市
千
里
由
関
西
大
学
日
本
史
研
究
蜜
内
旋

帥
先
生
古
稀
詑
念
会
刊
）
　
　
　
　
　
（
熱
田
　
公
）

　
宇
野
幸
勇
著

　
　
刈
谷
藩
に
関
す
る
研
究

　
刈
谷
藩
に
関
す
る
研
究
と
蓑
題
し
て
い
る
が
、
刈

谷
藩
そ
れ
窟
体
の
蘇
究
で
は
な
い
。
そ
れ
は
恐
ら
く

天
際
し
た
著
麿
の
窮
局
の
研
究
冒
標
で
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
遣
稿
の
編
奮
は
名
器
量
大
学
の
重
松
明
久

玩
。
研
究
篇
八
四
頁
・
吏
料
篇
瓢
一
一
二
頁
・
物
価
篇

七
〇
頁
の
一
工
部
か
ら
な
、
っ
て
い
る
。
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